
様式２－１－１

１.年度別の計画及び取組状況

年度別の事業計画（上欄：研究科等の設置等及びその準備（設置認可申請等）、下欄：教育環境の整備（施設整備、教員採用等）、教育活動の充実等の取組）と取組状況及び自己評価を記載してください。
当初計画から変更又は追加した取組は赤字で記載し、計画変更の承認を受けた計画については、末尾に承認日を赤字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、自己評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

令和5年度自己評価

令和6年度自己評価

令和7年度自己評価

令和8年度自己評価

令和9年度自己評価

令和10年度自己評価

令和11年度自己評価

令和12年度自己評価

令和13年度自己評価

令和14年度自己評価

令和14年度

リストから選択してください。

①拡大した学士課程２学類及び博士前期・後期課程での教育を実施する。
②教育体制を整備するため、実験用機器の更新をはじめとした情報通信環境基盤整備を引き続き進める。
③また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムを実施し、スマート創成科学類との連携教育プログラムの開発
に向けた検討を行う。
④加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

令和13年度

リストから選択してください。

①拡大した学士課程２学類及び博士前期・後期課程での教育を実施する。
②教育体制を整備するため、実験用機器の更新をはじめとした情報通信環境基盤整備を引き続き進める。
③また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムを実施し、スマート創成科学類との連携教育プログラムの開発
に向けた検討を行う。
④加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

令和12年度

リストから選択してください。

①拡大した学士課程２学類及び博士前期課程での教育を実施する。
②令和11年度に設置したスマート創成科学類に接続する博士後期課程において、さらに定員増を行い、教育を実施する。
③教育体制を整備するため、実験用機器の更新をはじめとした情報通信環境基盤整備を引き続き進める。
④また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムを実施し、スマート創成科学類との連携教育プログラムの開発
に向けた検討を行う。
⑤加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

令和11年度

リストから選択してください。

①拡大した学士課程２学類での教育を実施する。
②新たに設置したスマート創成科学類に接続する博士後期課程での教育を開始する。
③教育体制を整備するため、実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備、講義室、演習室を含めた定員増後の環境整備を引き続
き進める。
④また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムの開発を進める。
⑤加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を進める。

令和10年度

リストから選択してください。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を実施する。
②令和９年度に設置したスマート創成科学類に接続する博士前期課程において、さらに定員増を行うとともに、電子情報通信学類との接続による
博士前期課程においても定員増を行い、それぞれ教育を開始する。
③教育体制を整備するため、実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備、講義室、演習室を含めた定員増後の環境整備を引き続
き進める。
④また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムの開発を進める。
⑤さらに、令和11年度に設置予定のスマート創成科学類との接続による博士後期課程のカリキュラムについて検討を進める。
⑥加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を進める。

令和9年度

リストから選択してください。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を実施する。
②新たに設置したスマート創成科学類に接続する博士前期課程での教育を開始する。
③教育体制を整備するため、実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備、講義室、演習室を含めた定員増後の環境整備を引き続
き進める。
④また、石川工業高等専門学校専攻科と電子情報通信学類との連携教育プログラムの開発を進める。
⑤さらに、令和11年度に設置予定のスマート創成科学類との接続による博士後期課程のカリキュラムについて検討を進める。
⑥加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を進める。

令和8年度

リストから選択してください。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を実施する。
②教育体制を整備するため、実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備、講義室、演習室を含めた定員増後の環境整備を引き続
き進める。
③さらに、令和９年度に設置予定のスマート創成科学類との接続による博士前期課程や、令和10年度に定員増を予定する電子情報通信学類と
の接続による博士前期課程におけるカリキュラムについて検討を進める。
④加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

令和7年度

【３】計画を十分に実施している。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を実施する。

②教育体制を整備するため、セキュリティ強化や実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備を行うとともに、講義室、演習室等を備え
た新棟の建設工事を完了させ、定員増後の環境整備を引き続き進める。
③さらに、令和９年度に設置予定のスマート創成科学類との接続による博士前期課程や、令和10年度に定員増を予定する電子情報通信学類と
の接続による博士前期課程におけるカリキュラムについて検討を進める。
④加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を実施した。具体的には、スマート創成学類では増員した教員が、デジタル分野の人材育成のため、
プログラミングスキル等の授業科目を実施した。電子情報通信学類においては高度情報専門人材養成に向けた新カリキュラム（2年次学生対象科目）を開始し
た。
②教育体制を整備するため、セキュリティ強化や実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備を行うとともに、講義室、演習室等を備えた新棟の建
設工事を完了させ、定員増後の環境整備を進めた。
③スマート創成科学類に接続する修士課程、新学術創成研究科総合知創出科学専攻を令和７年４月に設置した。自然科学研究科にあっては、令和10年
度に定員増を予定する電子情報通信学類との接続による博士前期課程におけるカリキュラムについて検討を進めた。
④北陸先端科学技術大学院大学との連携のもと、高度情報人材育成に向けた取組を進めた。令和７年４月及び９月には、学生向け融合科学セミナーを実
施し、情報技術の発展過程やAI研究の最前線に触れる機会を提供した。また、スマート創成科学類では、北陸先端科学技術大学院大学客員教授を講師に
迎え、令和８年１月にAI Catch-up Seminar を開催し、生成AI技術の発展の見通しや社会的影響について理解を深める機会を提供することで、事業計画
に沿った大学間連携の取組を推進した。また、新カリキュラムの開始に伴い、令和9年度からの編入学生の受入れに向けて、石川工業高等専門学校との連携教
育プログラムに係る科目等のカリキュラム表への反映作業を実施した。加えて、福井⼯業⾼等専⾨学校との連携教育プログラムの開発に向けての検討を開始し
た。

令和6年度

【３】計画を十分に実施している。

①教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類での教育を開始する。

②教育体制を整備するため、セキュリティ強化や実験用機器の増設をはじめとした情報通信環境基盤整備を行うとともに、講義室、演習室等を備え
た新棟建設に向けた設計を行い、その後、建設工事にも着手し、定員増後の環境整備を引き続き進める。
③加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携により、教
育プログラムの開発、学生の相互交流、教材作成、教員循環に向けた取組を検討し、順次、その取組を開始する。

①スマート創成科学類で１名（令和6年10月採用）、電子情報通信学類で1名（令和6年10月採用）の教員を増員配置し、拡大した学士課程２学類で
の教育を開始した。
②セキュリティ強化や実験用機器を増設し、情報通信環境基盤整備を行うとともに、講義室、演習室等を備えた新棟建設に向けた設計を行った。その後、令和
6年12月に建設工事を着工した。
③石川工業高等専門学校と連携教育プログラムの実施に関する協定を令和７年１月に締結し、令和7年度に「高等専門学校専攻科との連携教育プログラム
特別選抜」を実施することとなった。また、富山高等専門学校専攻科と推薦入学に関する協定を令和6年11月に締結した。これに加え、石川工業高等専門学
校専攻科と福井工業高等専門学校専攻科と既に締結している推薦入学に関する協定について受入学生数の撤廃を行い、協定内容の統一と連携強化を図っ
た。更に、優秀な高専生の編入学促進に向け、電子情報通信学類の編入学特別選抜として高専推薦枠を設けた。加えて、石川工業高等専門学校において、
金沢大学編入学・大学院進学の説明会を令和６年12月に実施し、約40名の教職員・学生が参加した。北陸先端科学技術大学院大学との連携では、同大
名誉教授を特任教授に迎え入れたほか、令和6年8月には、共同セミナーを開催する等、協力関係の強化を図った。

事業期間 事業計画 取組状況 自己評価、課題（理由）とその対応

令和5年度

６月　融合学域スマート創成科学類及び理工学域電子情報通信学類収容定員に係る計画申請予定
３月　融合学域スマート創成科学類に接続する専攻〔博士前期課程〕（新学術創成研究科に設置予定）設置認可申請予定　※ただし、スマー
ト創成科学類の卒業者が接続するのは令和9年度から

６⽉　融合学域スマート創成科学類及び理⼯学域電⼦情報通信学類収容定員に係る計画申請
３⽉　融合学域スマート創成科学類に接続する専攻〔博⼠前期課程〕（新学術創成研究科に設置予定）設置認可申請 【３】計画を十分に実施している。

①教育体制を整備するため、教員公募・授業担当依頼を実施する。

②また、セキュリティ強化をはじめとした情報通信環境基盤整備を行うとともに、講義室、演習室等を備えた新棟建設に向けた地盤調査を行う等、定
員増に向けた環境整備を中心に進める。
③石川工業高等専門学校からの編入学促進に向け、受け入れ体制を整備する。

④加えて、石川工業高等専門学校、北陸先端科学技術大学院大学、金沢工業大学、国際高専等の近接する高等教育機関との連携体制の構
築に向け、関係機関での協議を進める。

①10月に1名の教員公募を開始した。また、入学定員増員後の入学者数を考慮の上、授業計画を策定し、授業担当依頼を行った。スマート創成科学類を含
む融合学域３学類に接続する大学院は、⾼度情報専⾨基盤特別プログラムを設けた教育課程として設置申請をした。
②講義室・演習室を備えた新棟建設に向け，９月に測量調査、11月に地盤調査を行う等、環境整備を行った。

③編入学促進に向けて、教育の体制、学生の身分、入学前教育、入学定員、入試方法、学費等について、事業採択以降継続的に石川工業高等専門学校
と協議を行った。また、石川工業高等専門学校で１月に金沢大学編入学の説明会を行い、合計で約50名が参加した。
④石川県内の高等教育機関との連携体制の構築に向け、連携の在り方及び必要となる体制について、事業採択以降継続的に石川工業高等専門学校と協議
を行った。

高度情報専門人材養成の拡大を実現するエコシステム金沢大学モデル　－ 情報分野の産業人材や教員・研究者の需要に応える体制の確立 －
学校種 大学 都道府県 石川
大学名 金沢大学 設置区分 国立

事業計画名

大学・高専機能強化支援事業（支援２：⾼度情報専⾨⼈材の確保に向けた機能強化に係る⽀援）
【大学　一般枠、特例枠】実施状況報告書

選定年度 令和5年度 学校コード F117110105393 改組内容 研究科等の設置・増員＋学部等の設置・増員（一般枠）





 




























	
	様式2-1-1




